




















































き物としての「オウム」と見なして、書誌的には鳥類学や動物学的観点により執筆された著作物が多く抽出されてきたが、本論の視点とは当然ながら異なることから、そのような著作物はすべて排除した。また文学作品名そのものに 鸚鵡」や「白鸚鵡」の単語は表れてはいなくても、本文中（の文脈） 何らかに「鸚鵡」の単語が含まれていれば、 その作品全体を検証 （できるだけ発表当初の書籍や雑誌で確認） し、さらに「鸚鵡」がその文学作品中 重要モチーフと り得ていればこれを採用した（ だし、逆に作品名に「鸚鵡」の単語が含まれ ても、 必ずしも内容的に「鸚鵡」がモチーフとして機能していなければ、これを除外した） 。 結果 驚くこ に絵画作品の例以上に、文学創作上においてより多 の「鸚鵡」をモチーフとし 作品が、明治～昭和末期まで綿々と発表され いた状況 、新たに明ら になってきたのである。これは非常に興味深い結果であろう。
では、 この調査をまとめた「近代日本鸚鵡文学 ・ 絵画年表」 【表１】
（註２）
をご覧頂きたい。これを見る 、 大きく三つのポイントが指摘 。
まず一つ目として、本論前篇でも紹介した、正岡子規の鸚鵡主題の
















元号 西暦 月日 作家名 文学作品名 絵画作品名 作品形態 出典（初出）・備考
明治10 1877 ２月 菊池三渓 「美人読書図」 漢詩 成島柳北編『花月新誌』所収
明治22 1889 ４～７月 尾崎紅葉 「やまと昭君」 小説 雑誌『文庫』初出
明治23 1890 正岡子規 「海棠や檐に鸚鵡の宙がへり」 俳句 句集『寒山落木』所収
明治25 1892 正岡子規 「永き日や鸚鵡にくれる長局」 俳句 句集『寒山落木』より抹消句
明治26 1893 正岡子規 「遅き日もくれぬ鸚鵡の物語」 俳句 句集『寒山落木』より抹消句
明治28 1895 正岡子規 「行く春を翠帳の鸚鵡黙りけり」 俳句 句集『寒山落木』所収
明治29 1896 １月 泉鏡花 「琵琶傳」 小説 『國民之友』に初出
明治33 1900 ３月 正岡子規 「美人問へば鸚鵡答へず鸚鵡問へば美人答へず春の日暮れぬ」 短歌 『日本』1900年３月29日掲載
明治33 1900 10月 矢崎千代治 《教鵡》 油彩画 東京藝術大学蔵
明治40 1907 鏑木清方 《鸚鵡》 木版口絵 『文藝倶楽部』第13巻第５号
明治40 1907 鏑木清方 《嫁ぐ人》 絹本著色 鏑木清方記念美術館蔵
明治44 1911 10月 泉鏡花 「貴婦人」 幻想小説 『三越』
大正１ 1912 11月 泉鏡花 「印度更紗」 幻想小説 『中央公論』
大正３ 1914 竹久夢二 港や風呂敷 絵画
大正４ 1915 鈴木三重吉 「鸚鵡の女」（散文詩的小説） 小説 『三重吉全作集第７編　黒血』
大正６ 1917 ４月 鈴木三重吉 「青い鸚鵡」 童話（翻訳） 春陽堂
大正６ 1917 ６月 西村渚山 「館の鸚鵡」 童話 博文館『幼年世界』７巻６号
大正７ 1918 田山花袋 「鸚鵡」（大正７？） 小説 『定本花袋全集』第９巻 （昭和12年刊）
大正９ 1920 亀高文子 《鸚鵡と少女》 油彩画 個人蔵
大正10 1921 １月 西条八十 「鸚鵡と時計」 童謡集 『赤い鳥』
大正10 1921 ３月 芥川龍之介 「奇遇」 小説
大正10 1921 原田浪路 《南の窓》 挿絵 実業の日本社『少女の友』賞品
大正11 1922 佐藤春夫 「鸚鵡（おおむ）」 小説（童話） 改造社『蝗の大旅行』 （大正15所収）
大正11 1922 ９月 シュニッツラー，アルトゥール 「緑の鸚鵡」
＊１ 戯曲（翻訳） 新潮社『シュニッツレル選集』所収
大正12 1923 ９月 芥川龍之介 「鸚鵡」 随筆
大正13 1923 ３月 稲垣足穂 「鸚鵡の一件」 随筆 『新潮』第40巻第３号
大正13 1924 ８月 児島虎次郎 《鸚鵡と少女》 油彩画 100号大作　 高梁市成羽美術館蔵
大正13 1924 2/23-26 牧野信一 「鸚鵡の思ひ出」 小説 『都新聞』12986 ～ 12989号 連載
大正13 1924 ８月 ランドン 「白鸚鵡の死」（翻訳）＊２ ミステリー小説 博文館『新青年　増刊』
大正14 1925 １月 三枝源次郎監督 「白鸚鵡夫人」 映画 日活（内容の詳細不明）
大正14 1925 ５月 佐藤春夫 「女誡扇奇譚」（ジョカイセンキタン） 怪異小説 『女性』第７巻第５号
大正15 1926 佐藤春夫 「無駄話」 随筆 随筆『退屈読本』に所収
大正15 1926 ９月 佐藤春夫 「鸚鵡（おおむ）」 初出は大正11年か？
大正15 1926 10月 佐藤春夫 「オカアサン」 探偵小説 雑誌『女性』第10巻第４号
大正15 橋爪ゆたか他 （少女と鸚鵡） 絵葉書 上方屋平和堂の絵葉書
昭和１ 1926 11月 川路柳虹 「鸚鵡の唄」 童謡詩 新潮社
昭和１ 1926 アール・D・ビガース著 「シナの鸚鵡」（原著刊行） ミステリー小説 1927年映画化、公開。
昭和３ 1928 １～12月 吉屋信子 「白鸚鵡」 少女小説 『少女倶楽部』に連載
昭和３ 1928 10月 福士幸次郎 「鸚鵡」 詩 『コドモノクニ』1928年10月号
昭和４ 1929 宇野千代 「鸚鵡夫人」 小説 『新選宇野千代集』所収、 改造社
昭和４ 1929 伊藤　整 「鸚鵡」 小説
昭和５ 1930 １月 吉屋信子 「白鸚鵡　外一篇」（単行本） 少女小説 平凡社「令女文学全集」 第４巻所収
昭和５ 1930 12月 牧野信一 「鸚鵡のゐる部屋」 小説 宝文館『令女界』第９巻12号
─ 41 ─
白鸚鵡と美少女（下） ―― 〈鸚鵡文学〉の祖形としての鏡花小説
元号 西暦 月日 作家名 文学作品名 絵画作品名 作品形態 出典（初出）・備考
昭和５ 1930 12月 三好達治 「鳥語」 詩 詩集『測量船』所収、第一書房
昭和５ 1930 高畠華宵 《白鸚鵡と 若い女性》 文芸便箋
『高畠華宵名画』所収、 
講談社
1930以前 金子みすゞ 「夜明けのお月さん山のきは籠に飼はれた白鸚鵡……」 童謡詩 原題「お月さん」
昭和７ 1932 11月 飯島武雄 「賢い鸚鵡」 童話 高踏社『尋一学級教育』 第１巻８号
昭和10 1935 川口軌外 《鸚鵡と少女》 油彩画 和歌山県立近代美術館蔵
昭和12 1937 横溝正史 「鸚鵡を飼ふ女」 小説 『キング増刊』
昭和13 1938 10月 横溝正史 「物言はぬ鸚鵡の話」 短編集『血蝙蝠』所収
昭和14 1939 ４月 国木田独歩 「あの時分」 小説 『号外・少年の悲哀他六篇』所収、岩波文庫
昭和15 1940 ３月 井伏鱒二 「鸚鵡」 随筆 河出書房『知性』第３巻３号
昭和17 1942 高峰三枝子（歌唱）「南の花嫁さん」＊３ 歌謡曲 作詞：藤浦洸、作曲：任光
昭和21 1946 ８月 松岡譲 「白鸚鵡」（初出） 小説 雑誌『小説と読物』 1946年８月号
昭和21 1946 ８月 サトウハチロー 「鸚鵡の唄」 歌詞 松竹映画「鸚鵡は何を覗いたか」主題歌
昭和21 1946 吉屋信子 「白鸚鵡」（再刊） 少女小説 愛文館
昭和21 1947.3月～48.2月 竹山道雄 「ビルマの竪琴」 小説 『赤とんぼ』に連載
昭和22 1947 松岡譲 「白鸚鵡」（単行本） 小説 雄鶏社
昭和23 1948 古沢岩美 「飛べない天使（おうむ）」 絵画
板橋区立美術館「戦争の表象」
展出品
昭和23 1948 ６月 神西清 「鸚鵡」 幻想小説 雑誌『新文学』掲載
昭和26 1951 中里恒子 「鸚鵡のゐる窓」 小説
昭和29 1954.9月～1955.6月 島田一男 「黒い鸚鵡」 小説
『少女の友』連載 
＊休刊により中絶
昭和32 1957 アール・D・ビガース著 「シナの鸚鵡」（翻訳）＊４ ミステリー小説 早川書房、世界探偵小説全集
昭和48 1973 11月 安房直子 「白いおうむの森」 童話 筑摩書房
昭和49 1974 12月？ ささやななえ 「私の愛したおうむ」 少女漫画 白泉社『りぼん』
昭和50 1975 12月 あしべゆうほ 「鸚鵡のいる風景」＊5 少女漫画
『悪魔（デイモス）の花嫁』
所収、秋田書店
昭和58 1983 11月 澁澤龍彦 「ダイダロス」 幻想小説 福武書店『海』　
昭和60 1985 山口瞳 「鸚鵡」 小説 短篇集『婚約』所収、講談社
昭和60 1985 安房直子 「白いおうむの森」（再刊） 童話 ちくま文庫
平成１ 1989
平成12 2000 大辻隆弘 「右の手の甲に鸚鵡をおきて立つ夭折を約せられし少女は」 短歌
砂子屋書房『デプス』（2002年）
所収
平成18 2006 ８月 安房直子 「白いおうむの森」（再刊） 童話 偕成社文庫
平成21 2009 ８月 中村佑介 『Blue-中村佑介画集』 画集 飛鳥新社
平成21 10月 安野モヨコ 「蔦と鸚鵡」 画集 実業之日本社 （少女の友コレクション）
平成22 2010 春－夏 BVLGARI（広告） 白鸚鵡と裸体美女 広告写真
ジュリアン・ムーアの裸体話
題に
平成25 2013 ７月 真梨幸子 『鸚鵡楼の惨劇』 ミステリー小説 小学館



































第十三巻五号巻頭口絵、一九〇七年） 【本論前篇図２参照】が、画面構成上の酷似から推定できるように、 時間的に先行する矢崎千代治 《教鵡》 （東京藝術大学蔵、一九〇〇年制作）から影響 受けて発想されたものであることは、ほとんど疑いようのない事実である
（註５）
。そ






















めに、 ここで新たに考え合わせるべき事実がある。それは先の【表１】を改 て見直してもわかるように、現代にまで至る〈鸚鵡文学〉 流れの中で、泉鏡花は生涯に「琵琶傳」 「貴婦人」 「印度更紗」
（註７）
と、





歳の折に発表された「琵琶傳」 、後年まとめられた『鏡花全集』には収められなかったことが象徴するように、作品鑑賞・解釈 おいては、比較的厳しく評されて た小説である。成瀬正勝氏によれば「当時の軍国的風潮下 反軍反戦的色彩 帯びている みられたためであろう」とされている
（註９）
。しかしそれ以上に不評を買った原因は、
物語の後半部で展開する、 （嫉妬が元で）夫が妻女の目前で彼女 恋人を銃殺するという有り得べくもないシチュエーションの不自然さや、それゆえに狂気に陥った妻が夫の咽喉を喰い破 という行為 至るという「怪奇さ」が、 酷評のもっとも槍玉とされた点であった
（註
10）。



















































































操を破る」と啖呵を切った女としての意地、そし 理不尽さへの鬱憤で極限へと達する。そこへ突如、傍若無人にも夫の近藤が闊歩し 現れ、謙三郎の墓を蹴飛ばし 唾を吐きかける。激昂し狂女と化したお通、その彼女の異常さに気付いた近藤が銃 引き金 引く
―
が、銃

































琶」という名の鸚鵡の設定から、この物語は時間的に先行する尾崎紅葉の小説『やまと昭君』 〔初刊は一八八九年（明治二二年）八月〕から発想されたものと、ほぼ断定できるという。その理由は物語の構造上において指摘でき、 「第一に、意に得ぬ結婚を強いられた女の悲劇が共通する点」であり、 「第二に、その悲劇を脚色する素材として鸚鵡が登場する点」も共通している。しかも鏡花 「琵琶」という名をもつ白鸚鵡の設定は、 『やまと昭君』 表紙絵【図１】にそのまま示されていたと吉田氏は読み解いて る
（註
17）。これは非常に示唆的な













二年八月）の自序において、この小説が「アラビアン・ナイト」に所載される「夫と鸚鵡」を翻案したも であることを明かし、さらに曲亭馬琴著「盆石皿山記」とも（原稿が出来上がった後に）類似する部分があることに自ら気付いた 述べている。しかしながら「美しい妻をもった嫉妬深い夫」 いう登場人物の設定や 「鸚鵡を利用して妻の浮気を暴こうとす 」という夫の企みなどの状況設定が「夫と鸚鵡」の説話に似通うものの、紅葉 『やまと昭君』は「夫と鸚鵡」筋立てとは全く異なっている
（註
18）。酒井美紀氏が指摘するようにア



















鸚鵡」と「琵琶」のモチーフは、 すなわち「楊貴妃」 「王昭君」という、共に伝説的な〈薄倖の美人〉 〈悲劇の美女〉という暗喩である。おそらく表紙絵を描いた画家（平福穂庵かと推定される）のみならず、勿論小説の作者・尾崎紅葉も、そしてそれを引用した泉鏡花も、こうした文化的記号性を熟知していたに違いないのである
（註
20）。そしてと

















































































に餌を与え 、そして「先生」へ 贈り物 されたという
―
すな
















































説によって造形された〈白鸚鵡の幻想性〉の鍵は二つある。すなわち、一つは人間の狂気や死のイメージと繋がる、 「血」への恐怖を表象するものであり、また二つ目は、 「美しい女のエロス」であり、そ は必ず男を誘惑し、 幻惑させ、 一種の狂気へと導く美しくも危険なモチー
フなのである。ただ「貴婦人」で表れたように、 「若き美女＝白鸚鵡」という語りの図式は、紛れもなくあの楊貴妃言説 よって導き出されてきた、 「悲劇の美女」の象徴としての「白鸚鵡」という古典的な図式が、そのまま応用されていることは間違いない。改めて表１を見ても、明治末期に泉鏡花によっ 様式化が確立された〈 文学〉は、大正期に入ると続く多く 作家たちによっても延長線上的に踏襲され、さらに大量の小説作品が生み出されていくことになるのである。【註】（１）
 今橋理子「白鸚鵡と美少女（上）
―
鏑木清方《鸚鵡》と《嫁ぐ人》 」 （ 『学
習院女子大学紀要』第十七号、二〇一五年三月）一―一九頁。
（２）

































 泉鏡花の〈鸚鵡文学〉としては 「琵琶傳」 「貴婦人」 「印度更紗」の三作品である。三作品とも何等かに「美女と白鸚鵡」のモチーフが使われているが、そのうち「印度更紗」 （ 『中央公論』一九一二年一一月初出）は、一種のお伽話のような語り口で綴られる作品で、長旅に出て帰ってこない夫を待つ女性が、暇のつれづれに愛鳥の白鸚鵡に 異国イメージを醸す様々な登場人物やモチーフを散りばめた物語を語って聴かせるという話である。物語自体は途中から二重構造で進んでゆく構造をとっており それが最終部においては、再び元の主題である「女性と白鸚鵡」の物語の結末へと至るその展開は見事である。がしかし、本論にて問題としている、いわゆ 楊貴妃言説にもとづく「薄倖の美女」や「悲劇の美女」という文脈 は違ったコンテクストを有しており、 〈鸚鵡文学〉としては、ま 別 視点から考察を行う必要がある。ちなみに吉田昌志氏によれば 「印度更紗」は江戸期の漂流記『吹流
　
天竺
物語』 （博文館版『続帝国文庫』第二二編『校訂漂流奇談全集』 収録、一九〇〇年）を典拠とした作品であることが指摘さ ており、こ 小説作品全体に流れるエクゾティシズムを考える上で非常 重要な情報であろう。ただ私が思うに、 「印度更紗」の最終部において、主人公の女性の小指を白鸚鵡が嘴で噛んでしまい、それがもとで迸った鮮血が白鸚鵡の翼を染め、 がたちまち 「緋鸚鵡」 へと変化した 語るくだりは 本論文後半で指摘している、白鸚鵡をめぐる〈幻想性〉と しば ば導かれる「死」や 狂気隠喩を内包した「血」のイメージとも繋がっていると言える。 ういう意味において、 「印度更紗 に表れた「美女と鸚鵡」イメージもまた、 「悲劇 に連なるものと解釈できよう。
 
吉田昌志「泉鏡花「印度更紗」と漂流記『天竺物語』 」 （ 『青山語文』第一二号、一九八二年三月）八三―九六頁。
 




























提起」 （ 『富大比較文学 第六号、二〇一 年一 月）一五―二六頁。
  
 
④越野格「妄想・ 「琵琶伝」 」 （福井大学言語文化学会『国語国文学』第五三号、二〇一四年三月）四一―六〇頁。
 
なお城殿智行氏は 「鏡花と鸚鵡」 という論文において、 鏡花における三つの 〈鸚鵡文学〉を同時に扱い論じ、結論的には 鸚鵡 という主題（あるいは素材が鏡花にとっては、 「文学」あるいは「書く」という「エクリチュール」そのものでは かったかとの見解を示している。大変に興味深い解釈ではあるが、たとえば「琵琶傳」本文における鸚鵡の「純白 という形容について城殿氏は 「あはれ消残る樹間の雪か」などと解釈されているところ見ても、鏡花が古代中国以来の楊貴妃言説を踏まえて「鸚鵡」というモチーフを描写している点には気づいていないようである。
 




















































































から『やまと昭君』 表紙絵も穂庵の筆に る可能性が高い。平福穂庵は、秋田角館出身の明治期 日本画家。父文浪より画の手ほどきを受ける。名順蔵、初号は文地。武村文海に師事して円山四条派を学び、一六歳 時京都に遊学。風景写生 古画 模写にも秀で、写生的な花鳥画や人物画 よくした。明治一三年第三回秋田県勧業博覧会 「乞食」 （秋田県立近代美術館蔵）を出品し一等を受賞。明治二三年には第三回内国勧業博覧会で「乳虎」 （同）が妙技二等賞を受け、中央画壇でも活躍した。美術雑誌『絵画叢誌』の編集などにも携わり精力的であったが、四七歳で死去し惜 まれた。
（
21） 註７―②東郷・吉田校註前掲書、七頁。
（
22） 註７―③須永編前掲書、一 六頁。
（
23） 同、一一二頁。
（
24） 同、一一六頁。
（
25） 同、一一八頁。
（
26） 同、一二〇頁。
（
27） 同、一二〇頁。
（
28） 同、一二一頁。
（
29） 同、一二二頁。
［追記］
 本稿は二〇一五年度（社）昭和会館研究助成および二〇一六年度学習院女
子大学国内長期研修による研究成果の 部である。
 
　（本学教授）

